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青野鷹哉さん（文４）青野鷹哉さん（文４）

ヨットマン
復活
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負傷

リハビリ入院

レース開催

故郷

中大
東京

広島

愛媛福岡

沖縄

推進力となった　推進力となった　
多くの人の優しさ多くの人の優しさ

　前ヨット部員で文学部４年の青野鷹
哉さん（24）が昨年10月、障がい者セー
リングの国際大会「2018ハンザクラス
ワールド＆インターナショナルチャンピオ
ンシップ」（広島市）に初出場し３位に
入った。大けがから見事カムバックした。
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　ハンザと呼ばれる一人乗り小型
ヨットは、子ども・高齢者・障がいの
ある人らが楽しめるように開発され
た。アジアでは初開催となる注目の
国際レース。出帆の舞台は風光明媚
で知られる瀬戸内海の広島観音マ
リーナだ。
　セーリングナンバー「2774」の青
野選手は、電動舵取り付きの「リバ
ティ」という種目でオランダ勢に続く
世界３位。表彰台に日の丸を立て
た。
　自身をはじめ、彼を知る多くの人
が感慨を抱いた。命が危ぶまれた事
故後、初の快挙だった。

　中央大学に入学した2014年の８
月。旅行先の沖縄の海辺で頸椎を損
傷、一時は危険な状態にあった。
　海面がひざ下ほどの浅瀬を歩い
ていた、次の瞬間だった。前期末試
験や大会出場などで、たまっていた
疲れからか貧血を起こした。倒れた
場所が波底の陥没で、そこに頭から
落下した。
　同行の友人は青野さんの姿が見
えなくなっても、潜っている、とみて
いたようだ。青野さんはマリンスポー
ツの練達者、水の申し子だ。
　海面に体が浮いてきたところをラ
イフセーバー（救命隊）が発見し、現
場へ急行した。居合わせた休暇中の
医師が蘇生処置をした。
　病院へ搬送され、緊急手術を受け
た。その後は入院治療、リハビリ、車
いす、休学…19歳の生活スタイルは
一変した。
　休学は2014年後期からで、復学
したのは2016年４月、再び１年生
からのスタートとなった。大けがから
１年９カ月余りが経っていた。
　
　福岡県内の病院でリハビリ生活を
送った。九州はセーリング競技が盛
んで見舞客は関係者が多く、大会の
前後にやってきた。

　話題は自然とセーリングになるの
だが、「海が怖くて、テレビで海の中
が映し出されると動悸がしたもので
す」
　毎回励まされているうちに気持ち
が変わり、再び海を見ることにした。
カムバックを決めた日は絶好のコン
ディション。海が「お帰りなさい」と歓
迎してくれたようだった。「やっぱり、
海はいいな、と思いましたね」

　父と母は学生時代からダイビング
やマリンスポーツに親しんできた。
両親に連れられて海へ行くようにな
り、セーリングは小学生高学年から
始めた。
　地元・愛媛県で2017年国体があ
り、ジュニア選手育成につながる体
験教室に参加した。体験教室では飽
き足らず、セーリングを競技として捉
え、中学・高校と続けてきた。
　大学進学では学業とセーリングの
両立を第一に考えた。自らに合って
いたのが中大だった。神奈川県葉山
町に練習拠点を置くヨット部に入部
した。１年生の履修全教科の前期単
位を修得、部活動も手応えをつかん
だ頃、事故に遭ってしまった。
　
　事故直後、沖縄の病院で出会い、
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　1999年４月、財団法人・日本ヨット協会
と社団法人・日本外洋帆走が統合され、財
団法人・日本セーリング連盟が発足。
2012年、公益財団法人に移行された。　

　一昨年のプレ国際大会の模様がＮＨＫ
国際放送、ＮＨＫＷｏｒｌｄで紹介された。
　番組タイトルは「Ｄｉｓａｂｌｅｄ Ｙａｃｈｔｓ
ｍａｎ Ｒａｃｅｓ Ａｇａｉｎ」（障がい者ヨット
マンがレース復活）。

ヨットからセーリングへ

活躍がＮＨＫ国際放送で

リハビリ病院へ転院するまでの２カ
月間、「お世話になった方は数え切
れませんが、ある看護師さんには大
いに励まされました。めちゃくちゃい
い人でした。その人がいてくれたか
ら立ち直れたと思います」
　手厚い看護に接し、前向きに生き
ていこう、という気持ちになったとい
う。
　「その人が30代過ぎで、事故で亡
くなってしまい、ショックでした。後日
にはなりましたが仏壇に手を合わせ
たくて沖縄へ行ってきました。お世
話になった人たちのなかでもすごく
お世話になった２人が亡くなりまし
た。もうおひとかたは福岡の病室で
一緒だった50代男性で、僕のことを
気にかけてくれました。人間どうなる
か分からないです」
　ある日、沖縄の看護師さんから、
上京します、との連絡が入った。「ご
はんを食べに行きましたよ」とうれし
そう。旧友に会ってきたかのようだっ
た。

　時間の経過につれて思うのは「許
容量が大きくなったことでしょうか。
現実を受けとめ、できることを一つ

ずつやっていきます」
　出身高校、松山東のスローガン
『がんばっていきましょい』を実践す
る。そして照れながらこう付け加え
た。「勉強ができるようになりました
ね」

　iPS細胞を用いた再生医療が現実
になりつつある。
　「僕の障がいも将来的には治るだ
ろうと言われています。やる気を失っ
て、いま何もせずにいたら、そのと
き、何もない人間になってしまう。そ
れは嫌ですものね」
　今では事故のあった場所を「沖
縄、好きですよ」と笑顔で話す。沖縄

沖縄好きです

の人と海がほっとしているだろう。
　事態を好転させたのは、多くの人
たちの絶えることのない優しさ、とい
えそうだ。

2019春号    HAKUMON Chuo 11



K  3053724_HAKUMON Chuo 2019年度 春号_ 

1

校 _村田<P12>　

　中央大学理工学部の学生スタッフによるボランティア活動団
体『りこボラ！』のメンバーが、異例ともいえる学生発案の実践型
防災訓練を行った。2019年１月15日、中大後楽園キャンパス
で、教室を被災現場に見立てた。自ら考え、自ら交渉し、自ら体
験したのは、情報工学科３年の松田美慧さんだ。実現までの舞
台裏をつづった。

　普段授業を受けている教室は、照
明が消されて真っ暗。サイレン音が
鳴り響く模擬被災地となった。
　危険な状態に陥っている人がい
るのか。救助を必要としている人が
何人いるのか。救助に入っていける
状態なのか。何も分からない。

　体験型実践訓練は15～20人の
チームを編成し、救助者と要救助者
に分かれた。
　救助者となった私は連絡用のトラ
ンシーバーを手にした。模擬被災地
とのやり取りはサイレン音などにか
き消され、ほとんど聞き取れない。心
拍数は上がり、頭は真っ白。正常で
冷静な判断ができる状況ではない。
　ここが被災現場なら、私たちの周
りには建物が倒壊し、おびただしい
数のがれきがあり、火災が発生して
いるかもしれない、負傷者数は…。
そんな状況を想起せずにはいられ
なかった。
　その後の「振り返り会」では、活発
な議論が交わされた。要救助者の思
いはさまざまだった。
　「救助の人に同じことを何度も聞
かれた」「一時この場を離れますが
必ず戻ってきますとの言葉にホッと
した」など。
　私たちは訓練での発見や心理変
化を共有し、大学と地域との連携の
あり方も話し合った。

　教職員と学生の繋がりをつける、
地域との繋がりも意識する。
　被災時に助け合うコミュニティ形
成が重要と位置づけ、その一歩を踏
み出した。

　首都圏で大きな地震が起きたらど
うしよう？　学生の素朴な不安から
この実践型防災訓練企画は始まっ
た。
　当日は学生・教職員・大学近隣の
地域住民ら29人が参加し、大学職
員と防災専門NPO法人「エヌセルフ
ディフェンス」（代表理事・進士智幸
氏）の全面協力のもと、座学講義と
体験型実践訓練、振り返り会の三部
構成で行われた。
　大学の防火管理者による説明で
現状と対策を共有した後、トリアー
ジ実践訓練を行った。トリアージとは
災害時に要救助者のなかで、重傷と
みられる人から救助するノウハウで
ある。

毛布を使って人命救助

（理工学部３年）

中央大学ボランティアセンター
公認学生団体
りこボラ！　2018年度副代表

松田 美慧

難しいけど楽しい
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トランシーバーで
救助訓練中の松田さん

危機意識はボランティア経験から

災害発生時、
私たちは動けるだろうか　

学生が発案し
実践した

「防災訓練」

難 楽しいけど しい　ボランティア活動
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　後楽園キャンパスにおいて、学生
提案で学生・教職員・地域住民が一
緒に防災訓練を行うのは異例とい
われた。
　起案当初は、大学という大きな組
織のなかで、どの部署のどなたに相
談していいのか分からなかった。私
には実現させたい！　という思いが
あっても、知識も経験も不足してい
た。
　地域活性化のボランティア先で繋
がった前述のNPO法人に相談。次に
多摩キャンパスに拠点を置くボラン
ティアセンターに連絡し、りこボラ！
登録者に学生有志を募った。
　幸いなことに協力してくださる
方々が集まり、企画は実現できるか
のように思えた。が、現実は甘くな
かった。
　日程調整が難関だった。大学の年
間スケジュールはほぼ確定済みで、
新規が入り込むにはかなりの無理
があった。
　一時は候補日が全てなくなり実現
できないとも考えた。業務多忙な教
職員の方々に当日参加して頂くのも
難しかった。
　しかし、困難を目の前にしたとき
ほど、なぜか力がみなぎってくる。
元々、スムーズに企画が通るとは
思っていなかった。この思いをつな
いで、試作でもいいから形にしようと
話し合って決めた。
　終わってみるとただ楽しかった記
憶しかない。

　2011年３月11日。東日本大震災
の際、電車通学の小学生だった私
は、帰宅困難者となった。
　都心の混乱や映像で見た被災地
の様子は強く胸に刻まれ、大学生に
なったのをきっかけに東日本大震災
や2018年７月の西日本豪雨の被災
地でボランティア活動をするように
なっていた。
　西日本豪雨被災地では、土のうを
ひたすら運んだ。住宅１軒から掻き
出された泥土は土のう何百個分にも
達する。
　その一個一個が重い重い。10分
ほど活動しただけで、土のうを膝上
に持ち上げることが体力的に難しく
なる。
　ニュースを見て復興の遅さを感じ
ていたが、現地で活動してみると復
興への遠大な道のりを歩む大変さ
を痛感した。
　宮城県石巻市牡鹿では被災者の
方々にお話を伺った。「ちゃんと備え
ないとだめだよ」という親身な言葉
が胸に刺さった。
　被災地で様々な経験をして東京
に帰ったとき、ふと不安がよぎった。
　自分は十分な備えができている
だろうか。そして、この経験を自分だ
けに留めておくのはもったいないと
感じた。
　もっと多くの人に伝え、一人でも多

くの人に防災意識を持ってもらわな
くては！　という使命感に似た思い
だった。
　災害時には個人の力が試される。
様々なきっかけで集まった企画メン
バーとともに、災害時はどうなってし
まうんだろうという不安を少しでも
解消したい。
　熱い思いを企画名にした。「来る
べき災害時、あなたは動けますか？」

　
　正直なところ、迷ったときもあっ
た。大きな企画になればなるほど、
協力してくださる人が多くなり、目的
の食い違いも生じた。
　特に、防災は発展途上の分野で、
正解が誰にも分からない。関係者の
考えもそれぞれで、学内の防災意識
の向上、地域との防災協力など何を

西日本豪雨被災地で、
ボランティアが直面した土のうの数々

私を突き動かしたのは

正解はない
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　後楽園キャンパスでは、2016年から「理
系でもボランティア活動を日常に！」をモッ
トーに『りこボラ！』が活動している。活動内
容は、中大生へボランティアの楽しさや情報
を伝えたり、ごみ拾いのような参加しやすい
企画を提案したりと様々だ。文京区社会福
祉協議会、地域住民との多世代交流も盛ん
である。今後は大学の学びに近づけることを
念頭に、理科実験教室、アプリ作成など理系
を生かした活動を目指している。

りこボラ！

優先的に解決したらいいのかが分
からず、目的を見失いかけた。
　だが、それでも一歩を踏み出して
みる。背中を押してくださったのは、
企画当初からお世話になっていた
大学職員の一言だった。
　「松田さんの意思は変わってない
よ」
　学生主体である以上、学生の思い
を優先的にしてもいい、という温か
い言葉。企画を一緒に進めてくれた
仲間の存在も本当に大きかった。
　一般の防災訓練として広報しても
人はなかなか集まらない。どうしたら
多くの学生や教職員の心に響く企画

になるかを連日話し合い、広報文を
工夫し、教授へ協力を依頼した。
　その結果、人間総合理工学科の
授業において、参加学生を募る機会
を頂いた。

　私一人の力ではどうにもならない
ことが多かった。協力して頂いた一
人ひとりが、かけがえのない存在に
なった。
　本当にありがとうございました。

りこボラ！のメンバー

　一人の学生が声を上げる。微力

だが、非力ではない。そう思えるの

は、私が所属する『りこボラ！』の創

設経緯に由来する。

　りこボラ！は４年前に一人の学生

の思いから創設に至った。理工学

部生は人に関心なんて持たないだ

ろうなど多くの批判もある中で団体

は立ち上がり、今では150人以上の

登録者を有する。問題解決のため

に行う企画は、りこボラ！が繋ぐ文化

になりつつある。

　4年間という短い大学生活、自分

一人でできることは小さいかもしれ

ないが、一人の行動は問題意識を

抱く次の学生の背中を押すと信じ

ている。これは研究論文をまとめる

ときと同様で、一人の紆余曲折は、

いずれ巨人の肩を作る。巨人の肩

を作るとは科学者ニュートンの「巨

人の肩に乗る」になぞらえて私が

造った言葉。新しい発見は多くの失

敗と成功から繋がる。

　思いを繋げること・風化させない

ことは被災地でも団体運営におい

ても難しい。だが、この繋がれたバ

トンを、今度は私も繋ぐ人でありた

い。　　　　　　　　　　  （松田）

一人だけど　一人じゃない　バトンを繋ぐ

難 楽しいけど しい　ボランティア活動
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